
量子科学技術研究開発機構

フュージョンエネルギー開発のための
基盤整備について



産業界における基盤整備のニーズ
○産業界からQSTに期待されている施設・設備

 トリチウム取扱施設
 遠隔保守技術開発・試験施設
 中性子照射施設
 高周波加熱装置試験施設
 NBI開発・試験施設
 照射後試験・ホット試験施設
 超伝導導体開発・試験施設
 ダイバータ開発・試験施設
 那珂サイトの既存設備の拡充（上記の他、JT-60SA装置・電源施設）
 六ヶ所サイトの既存設備の拡充（上記の他、熱負荷試験装置などのブランケット安
全実証試験装置群、材料研究施設）

○産業界連携ラボに対する産業界のニーズ
 得られた要素技術を民間企業にも継承する人材育成機能や訓練設備
 薬品取扱試験が実施できる設備や備品、各種分析装置
 放射線、放射化物、RIを扱った研究ができるホットエリア（各種分析装置含む）
 30名程度の常駐者と30名程度の短期滞在者の居室等
 400㎡程度の共有ラボの希望が多い

1※J-Fusionや青森県・六ヶ所村の産業界へのアンケート等より



技術課題解決のための基盤整備案
○産業界における基盤整備のニーズ、ITER計画やBA活動で培った技術と経験、QSTが保
有する施設・設備の現状も踏まえ、フュージョンテクノロジー・イノベーション拠点として整備
すべきと考える施設・設備は以下の通り。
 燃料システム安全試験施設 ブランケット開発・試験施設
 遠隔保守技術開発・試験施設 核融合中性子照射試験施設
 加熱・電流駆動システム開発・試験施設 照射後試験・ホット試験施設
 超伝導コイル開発・試験施設 ダイバータ開発・試験施設 など

○ これらの基盤整備により、技術課題解決だけでなく、産業界における新たなフュージョンテク
ノロジー創出やトカマク以外の方式の研究開発にも貢献可能。
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QSTが提案する基盤整備案
技術課題 必要な施設・設備

燃焼プラズマ維持・高圧力運転実証 【那珂：那珂サイトインフラ整備】

拠点を支える中央変電所等のインフラ更新
那珂研各施設を利用する産業界等への供用等に必要なインフラ整備、
産学共同研究棟新設等

【那珂：高度計測開発試験・施設】

計測装置研究開発拠点増強
【六ヶ所：理論・シミュレーション研究支援施設】

フュージョンインフォマティクスセンター構築

加熱装置の高効率化・高出力化 【那珂：加熱・電流駆動システム開発・試験施設】

高周波加熱装置試験施設増強、原型炉用ビーム加熱装置試験施設新設

燃料システムにおける三重水素取扱
技術やペレット生成技術

【六ヶ所：六ヶ所サイトインフラ整備、燃料システム安全試験施設】

六ヶ所サイトに新設する各施設のためのインフラ整備
燃料システム安全試験施設新設、既存実験室設備更新

超伝導導体性能確認 【那珂：超伝導コイル開発・試験施設】

超伝導機器試験施設増強＆新設

ブランケットにおける燃料増殖技術 【六ヶ所：ブランケット開発・試験施設】

コールド施設及び産業界連携ラボ新設、分析装置等増強
【六ヶ所：原型炉用核融合中性子照射試験施設】

中性子照射施設新設
【六ヶ所：照射後試験・ホット試験施設】

施設建設、ホット試験設備・材料照射後試験設備の整備

放射化したブランケット・ダイバータ
の遠隔保守技術

【六ヶ所：遠隔保守技術開発・試験施設】

大規模保守技術開発棟新設、試験設備の整備

ダイバータ除熱性能向上 【那珂：ダイバータ開発・試験施設】

施設建設、熱負荷試験装置改造・新設 3



早期の供用を目指す設備
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燃焼プラズマ維持・高圧力運転実証
 JT-60SA等のビッグデータとスパコン（AI解析、理論シミュレーション）を活用し、SU等の計画を

含む原型炉やITER等のための高精度予測・解析研究を実施するためのフュージョンインフォマ
ティクスセンターを構築する。

 計測装置開発のための設備を含む産学共同研究開発施設等の整備により、那珂サイトの既存
設備を活用した炉心プラズマ研究の加速とSU等を含む産業界の総合技術力の向上を図る。

燃料システムにおける三重水素取扱技術やペレット生成技術
 DT混合ペレット生成を含む各種トリチウム取扱技術の研究開発や性能試験を実施するための      

数10ｇ規模のトリチウムが使用できる燃料システム安全試験施設を新設する。

ブランケットにおける燃料増殖技術
 発電用ブランケットの開発のためのブランケット開発・試験施設として、材料分析装置の整備に

加えて、大面積熱負荷試験装置・安全実証試験装置等を増強するとともに、実規模試験に向け
たコールド試験施設と機能材料等の開発に向けた産業界連携ラボの建設を目指す。

ダイバータ除熱性能向上
 スタートアップ（SU）等も利用可能な産学共同研究開発施設等として、核融合炉の出力限界を決

めるダイバータの除熱性能の向上を目指し、熱負荷試験設備を整備する。
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